
地盤⼯学会関東⽀部 会員サービスグループ 
2024 年度 第 2 回幹事会 議事録 

 

開催⽇時、場所、出席者 

⽇ 時 2024 年 7 ⽉ 3 ⽇（⽔） 16：00〜17：00 会場 地盤⼯学会 
ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ⼭⼝ 恵美 ○ 幹 事 藤原 覚太 × 学⽣幹事 伊波 ⿓之介 × 
ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ⼩林 優起 ○ 幹 事 内⽥ 翔太 ○ 学⽣幹事 ⾼橋 明⽇⾹ ○ 
幹 事 荒井 郁岳 △ 幹 事 河内 ⼀晃 × 学⽣幹事 平野 皓⼤ ○ 
幹 事 島村 章吾 ○    学⽣幹事 深澤 健太 × 

△：WEB 参加  議事録担当：平野 
 

配布資料 

・第 2 回幹事会 議事次第【資料 2024-2-1】 
・第 1 回幹事会 議事録【資料 2024-2-2】 
・2024 年度担当割り振り【資料 2024-2-3】 
・ジオ散歩ニュースレター案【資料 2024-2-4】 
・ジオ散歩アンケート報告【資料 2024-2-5】 
・若⼿セミナー第 1 回打合せ議事録【資料 2024-2-6】 
 

議事 

１．前回議事録の確認（資料 2024-2-1） 
資料 2024-2-1 に基づき、前回の議事録確認が⾏われた。 

前回は⾃⼰紹介や各⾏事の説明や年間スケジュールについて議論を⾏った。 
ソイルストラクチャーコンテストのテーマは液状化、時期は 11/16，12/14 を予定している。 

 
２．今年度の⾏事の担当について（資料 2024-2-3） 
 資料 2024-2-3 に基づき、今年度の⾏事の担当について報告が⾏われた。 
・ 再任の幹事は基本的に昨年担当⾏事を継続担当する。 
・ 各⾏事の担当者数を考慮して、藤原先⽣には SSC を担当頂く。 
・ 新任である学⽣幹事 3 名の⾏事担当の決定を⾏い、下記のように決定した。 

 
⾼橋学⽣幹事・ジオ散歩 
深沢学⽣幹事・語りべ会 
平野学⽣幹事・SSC 
 
資料 2024-2-3 に主担当に上記の内容を加える。 



３．ジオ散歩開催報告（資料 2024-2-4、2024-2-5） 
内⽥幹事より、資料 2024-2-4、2024-2-5 に基づきジオ散歩の報告が⾏われた。 
＜ジオ散歩アンケート報告、資料 2024-2-5＞ 
事後アンケートの結果の報告が⾏われた。 
・ ジオ散歩を知ったきっかけは地盤⼯学会のメールが多かった。 
・ ⿊板を使った説明の評価が⾼かった。 
・ 次回は荒川放⽔路や国分寺崖線、三浦半島などの開催を希望される⽅がいた。 
・ 運動量はちょうどいい（これ以上はきつい） 
・ 参加者同⼠が話せる時間が欲しいかった。 
・ 懇親会の開催を希望される⽅がいた。 
・ 歩くスピードが速かった。 
・ 参加者は 60 代以上が多数であった。 
[次回の案] 
・ 開催場所は⼋王⼦市館町、国分寺崖線、丹沢や箱根のジオパークが挙げられた。 
・ 開催時間を⻑くし、歩くスピードを遅くし、ランチやコーヒーブレイクを挟む。 
・ ⼈数については⿊板を使うため、⼤⼈数での開催は厳しいが、場所に合わせて⼈数は検討する。 

 
 ＜ジオ散歩ニュースレター案、資料 2024-2-4＞ 
 ジオ散歩のニュースレターの内容の説明が⾏われた。 
・ 執筆者は主担当の内⽥幹事とする。 
・ 空いたスペースには次回開催について記載する。 
・ ８⽉末までに事務局へ提出するため、意⾒があれば８⽉末までに連絡をする。 

 
４．若⼿セミナーについて（資料 2024-2-6） 
 若⼿セミナーの今年度第 1 回打合せ結果の報告が⾏われた。 

⽇程、場所については下記に決定した。 
 ⽇程：8/30 10:00~18:30 
 場所：東京⼤学⽣産技術研究所 駒沢リサーチキャンパス 
 
・ 開催の流れは午前中に参加者全員の⾃⼰紹介の時間を設ける。 
・ 参加費は参加費 5000 円、懇親会費 2000 円を予定 
・ 参加者を集めるのが課題のため、会員 SG 幹事からも所属会社の関東地区に勤めている若⼿に声を

かける。 
・ 参考として、去年の参加者で⼀番遠い⽅は茨城から参加していた。 
・ 開催の情報については、地盤⼯学会のメールやホームページに掲載される。 
  



５．ソイルストラクチャーコンテストについて 
⽇程、場所について下記の通り決定した。（⼭中先⽣に再度確認が必要） 

 
 ⽇程：11/16 
  場所：⽇本⼤学船橋キャンパス 
  →後⽇再調整により、⽇程は 12/14(⼟)に決定。 
 
・ テーマについては昨年同様、液状化で⾏う。 
・ 去年は液状化した班が少なかったため、条件を厳しくする必要がある。 
・ 関東⽀部が設⽴ 20 周年のため、特別枠を設けることを検討する。 
・ ⽇⼤の中学⽣や⾼校⽣に特別枠として参加いただけないか検討する。 
・ チーム数については⼟槽の数の関係で 11 チームが最⼤である。 
 
 これらの内容を島村幹事が⽇⼤の峯岸先⽣、⼭中先⽣にメールをする。 
 
６．語りべ会について 
 講師を前関東⽀部⻑の菊池先⽣に依頼し承諾を頂いている。 
 時期や開催⽅法（対⾯ or オンライン）を今後決定する。 

語りべ会でも、20 周年を記念していないかできないか、話し合われた。 
 
・ 20 年前に起こった出来事と関連付けた内容にできないか。 
・ 20 年前には中越地震が起こっているため、それに関連した内容にできないか菊池先⽣と相談する。 
 
 
７．次回の開催予定 

・⽇時：8〜9 ⽉予定（語りべ会開催前）、伝助にて⽇程調整 
・場所：Zoom の予定 
 

以上（⽂責：平野） 


